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共立女子大学家政学部紀要 第 60号 (2014) 
小袖意匠における「後室模様」のもつ意味
























































Jじ立女:r.大学家政学部紀1J ~~ω}J (2014) 
1:;(1 1.r御ひいなかたJ:通常の小鮒l





















服観とする)は、 『女鋭泌伝占j に IU~ らない。
宝永 7"F (1710) 刊行の貝原益軒 (1630-
1714)将の 『平1俗童子訓』巻之五 「法教女子J
腿I2. r御ひいなかたJ:後笥校微













































































和居 西暦 書名 望ましい衣服 望ましくない衣服
















草保元年 1716 『女大学買箱j -模様が目立たないもの -人目に立つもの
- 3ー















































































































































































































































余 ILI を残す意匠形式へと派生していく (~f 7)。
17 1止紀後半から 18世紀初mJにかけては、 ;i7
1隔がJよくなったことをきっかけとして、腰を境
に上半身と下半身で脱線を伴えるものが見られ






|買16. li:I毘および左相IiFr.ilを余 I~I とする形式
f友~ìíひいながたJ j.1~1;! 5 -{ド (168)刊行
-7-
Jt立』正子大学家政学部紀要 書~ 60号 (2014) 
信17 . 左l震の~~い純凶のみ余( 1 とする形式













































r y:，刈身持続j主g-';f3 {ド (1746)J='H( 
有1の1'f而全体が 1つのキャンパスのように)IJ




































































































































第 8号.59-73頁 (2007年). 
5)船津勝雄は、寛永 19年 (1642)刊行の f女
訓抄jや慶安 3年 (1650)刊行の f女
鏡秘伝書jは、仏教的傾向が強く、公家
的な教養芸能を重んじ、女性の自主的判
断を強調していると分析し、これらの読
者を武士や上流の町家の女性であるとし
ている。
参考:船津勝雄「近世における女訓書の
成立の一面-r女訓集jについて
-J r大阪私立短期大学協会研究
報告書J.第11号. 1・4頁 (1975
年). 
6)鹿安 5年 (1652)版を用いた。
7)益軒舎編『益軒全集 巻之三1.益軒全
集刊行部. 1911年.224-225頁.
8) 石川松太郎 f女大学集J.平凡社，
1・334頁 (1977年). 
河原由紀子 r女大学jにおける服装概
念形成に関する研究Jr金城学院大学論
集家政学編J.第26号. 1・6頁 (1987
年). 
9)草村松雄『益軒全集J.益軒全集刊行部，
1910年.329頁.
10)向上.291頁.
11)石川，前掲書.50頁.
12)田中ちた子、初夫『家政学文献集成績編
第1j.渡辺書庖.1969年.23頁.
13)石川.前掲書.31頁.
14)石川，前掲書， 41頁.
15)朝倉治彦、深沢秋男『仮名草子集成 第
十一巻J.東京堂出版. 1990年.241頁.
16)色道大鏡刊行会編『新版色道大鏡J.
八木書脂.2006年.453頁.
17)朝倉，前掲書.242頁.
18)長崎巌 fきものと裂のことば案内j.小
学館.2005年.3Cト31頁.
19)小袖の意匠変遷に関する分析は、長崎巌
「江戸時代中期の小袖意匠ー小袖意匠に
おける元禄期の意味ーJr東京国立博物
館研究誌j.第417号.4-29頁 (1985年).
に詳しい。
20) 絵画における例として、狩野永徳 (154~ト
1590)筆の伝承がある「槍図扉風J(桃
山時代・ 16世紀)、および円山応挙
(1733-1795) r雪松図扉風J(江戸時代・
18世紀)を挙げる。
-11ー
